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1.言 語 の先 史 の再 構 成

 比 較 言語 学 の もっ とも重 要 な課 題 は、 同系統 に属 す る諸 言語 を比 較 す る こ とに よ

って、 か つて 存 在 した そ れ らの 言語 の源 で あ る とこ ろの祖 語 を再 建 し、 それ ぞれ の

言 語 が どの よ うな歴 史 を経 て成 立 したのか を 明 らか にす る こ とにあ る。先 史 を再 構

成 す る とい うこの 作業 に お いて もつ と も重要 とな るの が 、 分派 諸 言 語 の あい だ にみ

られ る対応 を合 理 的 に説 明 で き る音 法則 を発見 す る こ とで あ る。 非 常 に よ く知 られ

てい る例 をあ げ る と、 た とえ ば 「3」 を意 味 す るサ ンス ク リッ トtr痒ah、 ギ リシ ア

語ti p s畯、 ラ テ ン語tr鑚と ゴー ト語 のlu ija(中 性)の 初 頭 音 の対 応 に基 づ いて、 印欧

祖 語 の*∫が ゲル マ ン祖 語 で*♪に な る とい う変 化 が考 え られ る。 しか しなが ら、 うえ

のい わ ゆ る 「グ リムの 法 則 」 とよば れ る音 法則 で は説 明 で きな い対 応 もみ られ る 。

た とえば、サ ンス ク リッ トpit艨u 父J、 ギ リシア語natidP、 ラテ ン語paterの 語 中の

'が ゴ ー ト語fadarに お い てpで は な く、dで 対 応す る とい っ た例 で あ る。この対 応 を

説 明す る ため に 、別 の 新 た な 音変 化 がゲ ルマ ン語 の ほ うで 特 定 の条 件 の も とで 生 じ

た とい う提 案 が な さ れ る。 これ は 「ヴ ェル ネル の法則 」 と して 有 名 な、 ゲル マ ン祖

語 の無 声摩 擦 音 は 直前 にア クセ ン トが ない場 合、有声 化 す る とい う条 件 変化 で あ る。

ヴ ェル ネ ルが この 法則 を提 案 した ときに注 目 したの は ア クセ ン トの位 置 で あ るが 、

ゲ ル マ ン祖 語 の ア クセ ン トの位 置 につ いて は、分 派 諸 言 語 であ るゲ ル マ ン諸 語 で は

な く、 サ ンス ク リッ トとギ リシア語 が決 定 的な役 割 を果 た した。 つ ま り、 ゲル マ ン

祖 語 の段 階で は 印 欧祖 語 に お け るア クセ ン トの位 置 が そ の ま ま保 持 され た と考 え 、

印 欧祖 語 の時 期 の ア クセ ン トの位 置 を知 るため に、 書記 の う えで ア クセ ン トを記 し

て い るサ ンス ク リッ トとギ リシア語 か らの情 報 を用 い た ので あ る。 これ は 「逆 方 向

の再構 成(inverted reconstruction)2」 のひ とつ の例 と考 え られ る。

うえ の例 は、 複 数 の 音 法則 とそれ らが働 い た歴 史 的 な 順序 を決 定 す る こ とに よ っ

1本 稿 は1996年12月7日 に京都 産業 大学 で開かれ た西ア ジア言語 研 究会 で発 表 した もの で あ る。

研 究会 の席上 で コメ ン トを くだ さった方 々にお礼 申 し上 げ る。 また、 本研 究 を推 進 す るにあ た

つて は、 三菱財 団か ら受 けた 学術研 究助成 金の一部 を利用 させ て いただ い た。

2inverted reconstructionに つ い ては、 Anttila(1972:346)で 述 べ られてい る。

一77一



て 、 言語 間 にみ られ る音 対応 が 説明 され る例 で あ る 。 しか しな が ら、音 韻分 析 だ け

に よって 対 応 が説 明で き る とは 限 らな い。特 に印 欧語 の 場合 、 言 語 変化 を引 き起 こ

す もの と して 音法 則 だ けで はな く、 類推 とい う形 態 的 な要 因 が かか わ つて い る こ と

が多 い 。音 法 則 と類 推 との 関係 につ い ては、 音 法則 は規 則 的 に適 用 され るが、 不規

則 性 を うみ だ す の に対 して 、類推 は 不規則 に働 くが、 規 則 性 を も た らす と一般 に言

われ る3。つ ま り、 音 法則 は形 態的 あ るいは 意味 的 な 情報 に関 係 な く働 くため に、規

則 的 なパ ター ンか ら逸 脱 す るよ うな 形 式 を作 り出 す の に対 して、 類 推 は形 態 的な 要

因 に よって 、 例外 的 にみ える形 式 を よ り一般 的 な形 式 に変 え る ので あ る。 した が っ

て、 音 法則 の 例外 とな る形 式 に対 して類推 に よ る形 態 変 化 を提案 す る場 合 、 その 形

態変化 を動機 づ け る 十分 な要 因が備 わ って い る こ とが必 要 とな る。 また逆 に、 無 理

のな い形 態 変 化 に よって 音 法則 の例 外 が説 明で き るな らば、 そ れ に よって 音法 則 自

体 の 妥 当性 も裏 づ け られ るの であ る。

 音 法則 と類 推 に よる形 態 変化 は それ ぞれ独 立 した、 性 格 の 違 うもの で あ るが、 こ

の2つ の視 点 を有機 的 に結 び つ ける こ とに よって 言 語 の先 史 が解 明 され るひ とつ の

例 を アナ トリア語 派 か らあげて み た い 。筆 者 は 以 前 、 ア ナ ト リア 祖 語 の 語末 の*―r

は直 前 にア クセ ン トが 落 ちな い場合 に消失 す る とい う音 法 則 を提 案 した4。この音 法

則 を提 案 す る動機 にな っ た現象 は、 ヒ ッタイ ト語 の現 在 中 ・受 動態 語尾 に任 意 に付

与 さ れ る と考 え られ て い た一riと い う要素 の ヒ ヅタ イ ト内 部 で の歴 史 的 な分 布 で あ

った。伝統 的 な見 方 と異 な り、この一riがい つ現 れ る か は決 して予 測 不 可能 で は ない。

つ ま り、-riは 後期 ヒ ッタ イ トでは ほぼ 一般化 され て い るの に 対 して 、古期 ヒ ッタ イ

トで はQ-ク ラス の3人 称 単 数 にのみ 顕著 で あ る。 しか も、 ア クセ ン トの位 置 を反 映

す るscriptio plena(母 音 の盈記)を 語尾 に持 つa― ク ラ ス の3人 称 単 数(た とえ ば

du-uq-qa-a-ri"is visible"KUB XXIX I II 10)は 、 常 に―r�ﾅマ ー ク され てい る。 また、

これ と ま っ た く平 行 す る 事 実 が 同 じア ナ ト リア 語 派 の パ ラ ー 語 加 一a―ri"is wam"

KBo XIX 152114に もみ られ る。 したが って、 印 欧 祖 語 の現 在 中 ・受 動態 を特徴 づ

け て い た*-rは5、 ア ナ トリア祖 語 の段 階で 直前 にア ク セ ン トが な い場合 は脱 落 した

が、存続 した場合 、能 動態 現在 をマー クす る小辞*-iが 類 推 に よっ て付与 され た結 果、

*-riと い う形 式 で再 び アナ トリア諸 語 に徐 々 に広 が っ た と考 え られ る。こ の*―riの2

次 的 な広 が りは、*―rの 消 失 に よ って 現在 中 ・受動 態 動 詞 の機 能 的位 置が不 明 瞭 にな

った こ とに よって 動 機 づ け られ る。

3こ れ は 、 「ス タ ー ト ヴ ァ ン トの パ ラ ド ッ ク ス 」 と し て 広 く知 ら れ て い る 。

4Yoshida(1990:112ff .)を 参 照 さ れ た い 。

5ラ テ ン 語 一tur、 古 期 ア イ ル ラ ン ド語 一dar、 トカ ラ 語A、 B―t舐と い う 中 ・受 動 態 語 尾 を 参 照 。

た だ し 、 ラ テ ン 語 と 古 期 ア イ ル ラ ン ド語 で は 、-rは 過 去 を 表 す2次 語 尾 に も 広 が っ て い る 。

一78―



 う え の 音 法 則 は 、語 末 に*-rを 持 つ 他 の 形 式 に も は た ら い た 。そ の う ち 重 要 な も の

と して は 、r/n一語 幹 名 詞 が あ る 。語 末 に一rを 欠 くr/n一 語 幹 名 詞 の 主 格 ・対 格 の 形 式 は 、

す べ て 古 期 お よ び 中 期 ヒ ッ タ イ トの テ キ ス トに 現 れ 、 しか も 複 数 形 に 限 ら れ て い る

(た と え ば 、NINDAUa_G∬-es-S�"loaf"KBo XVIII 301117)。r/n一 語 幹 名 詞 の 複 数 形 は

印 欧 祖 語 に お い てamphikineticタ イ プ の 母 音 交 替 を 示 し、 そ の 主 格 ・対 格 は ア ク セ

ン トを持 つe一 階 梯 の 語 根 とo一 階 梯 の 接 辞 に よ って 特 徴 づ け ら れ る(た と え ば 、*u馘.oア

"water(pl
.)")。 し た が っ て 、*―rが 脱 落 す る た め の 構 造 記 述 を 満 た し て い る の で 、

複 数 形 に み られ る一アの 欠 如 は 音 法 則 に よ っ て 説 明 さ れ る 。他 方 、ua-Q―tar"water(sg.)"

に 代 表 さ れ る 単 数 形 に は 、 ―rの 脱 落 が 決 して み られ な い 。 こ れ を 合 理 的 に 説 明 す る

に は 、 単 数 形 は 複 数 形 と は 別 の 母 音 交 替 の タ イ プ を 示 し て い て 、 接 辞 は 零 階 梯 で あ

っ た と考 え な け れ ば な ら な い(ua―a-tar<*u�-r)。 つ ま り、 語 末 の*-rの 消 失 と い

う 音 法 則 が は た らい た 時 点 で は 、 単 数 形 は*―rで は な く音 節 を 形 成 す る*―rで 終 わ っ

て い て 、そ の 後 に*―rが*-arに な っ た とい う 歴 史 的 な 順 序 を2つ の 音 法 則 の あ い だ に

認 め る こ と で 説 明 で き る(下 に 示 した 派 生 を 参 照)。

ア ナ トリア祖 語

語 末 の*。7の 消 失

* -r>*-ar

古 期 ヒ ヅタ イ ト

単数
*! ―r

*' -aY

一�

複 数

*' ―ar(<*'-OY)

*" -a

_a

後期 ヒヅタイ トの 複 数形 にお いて-アが復 活 して い るの は 、対応 す る単数 形 の 主格 ・

対格 か らの2次 的 な 影響 に よ る。い うまで もな く、 語末 に一rを欠 く形 式 はそ の機 能

的 位 置が 不明 確 で あ るの で、 この形 態変化 には 十分 な 動機 づ け が あ る。

 語 末 の*―rの 消 失 規 則 が は た らい た と考 え られ う る も う ひ とつ の 潜 在 的 な 形 式 は 、

能 動 態3人 称 複 数 過 去 語 尾 一er、-irで あ る 。 この 形 式 に つ い て 、筆 者 は 以 前 つ き の よ

う な 歴 史 的 説 明 を 考 え て い た6。 起 源 的 に は 一er、 ―irと い う3人 称 複 数 語 尾 はh�¥ 動 詞

の 特 徴 で あ っ た が 、 〃∫―動 詞 に は 語 幹 が 一レで 終 わ り、 語 尾 に ア ク セ ン トの 落 ち るpi駻

"they gave"
、 halzi駻"they called"、 ispi駻"they sated themselves"に 代 表 さ れ る 一 連 の

動 詞 が 含 ま れ て い る 。 こ れ ら の 動 詞 は 語 尾 に ア ク セ ン トを 持 っ て い た た め に7、 語 末

の*-Yは 脱 落 しな か っ た 。 さ らに こ の タ イ プ の 動 詞 に 加 え て 、*―i�/6-、*―sk�/�¥ と い

う接 辞 を 持 つ 多 くの 動 詞 が あ る 。 本 来 〃レ動 詞 に 固 有 の3人 称 複 数 の 一rがmi― 動 詞 に

eYoshida(1990:114)を 参 照 。

7語 尾 は 一e―∬Rと 綴 ら れ て い る 。
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も広 が っ た と き(*-ent→ ・*―er)、 こ れ らの 動 詞 は 語 尾 に ア ク セ ン トを持 っ て い た

た め(*-i駭t、*-sk駭t→*-i駻、*-sk駻)、 語 末 の*―rは 保 存 さ れ た 。 こ れ らの*-rを

保 存 した 動 詞 か らの 形 態 的 影 響 に よ っ て 、*'一θアと い う タ イ プ の 動 詞 も、 音 法 則 に よ

っ て*―rを い っ た ん 失 っ た 後 、 再 び*―rを 回 復 した 。

 し か しな が ら 、 こ の 見 方 に 対 して 部 分 的 な 修 正 を 要 求 す る 言 語 事 実 が 後 に 明 ら か

に な っ た 。 そ れ は 、sa一勛黌i―ia―ar"they investigated"Ma,sat-Brief 6, Rs.22や勛麁-mi-Za―

ar"they found"KUB XVII 10137に み られ る3人 称 複 数 過 去 の ―arと い う語 尾 の 存 在

で あ る8。 重 要 な こ と に 、 こ れ らの 例 は 古 い 時 期 の ヒ ヅタ イ トの 粘 土 板 に 記 録 さ れ て

い る た め に 、-α アとい う語 尾 は 一erの 一 般 化 を 受 け な か っ た 貴 重 な 形 式 とみ な す こ と

が で き る 。 言 語 の 先 史 と い う も の は 、 新 しい デ ー タ の 発 見 や よ りす ぐれ た デ ー タ の

解 釈 に よ っ て 常 に 改 変 さ れ る性 格 の も の で あ る が 、こ の ヒ ッ タ イ ト語 の ―aYと い う形

式 も3人 称 複 数 過 去 語 尾 の 先 史 に つ い て よ り正 確 な 理 解 を 可 能 に して くれ る 。 す な

わ ち 、-erと ―aYと い う2っ の 語 尾 は 量 的 母 音 交 替 を 反 映 す る も の で 、 そ れ ぞ れ ア ク

セ ン トの 落 ち る 正 常 階 梯 の*-駻と ア ク セ ン トの 落 ち な い 零 階 梯 の 語 尾*'―rに 遡 る こ

と が 分 か る9。 した が っ て 、 ヒ ヅ タ イ ト語 の3人 称 複 数 過 去 語 尾 に つ い て は 、語 末 の

*-rの 消 失 規 則 が 適 用 さ れ る環 境 に な か っ た こ と が 明 らか に な る
。以 上 の 分 析 を 図 式

的 に 示 す と、 以 下 の よ う に な る 。

ア ナ トリア祖 語 の初 期 の段 階: mi-動 詞  *一駭t-*'―nt

クレ 動 詞 *―駻～*ノ ーr

ア ナ トリア祖 語 の 後期 の段 階: mi一 動 詞*-4班 ～*〃-nt.,*―駻

〃か 動 詞 *―駻-一*'―r

ア ナ トリア祖 語 の初 期 の 段 階 にお いて は、mi一動詞 の 語尾 もhi―動詞 の語尾 も とも に量

的 母音 交 替 を示 して い た。 しか しな が ら、ア ナ トリア祖 語 の 後 期 の段 階 で本来hi-動

詞 に 固有 の*―rはmi-動 詞 に も広 が った。 そ して 、 ヒ ッタイ ト語 はそ の先 史 にお い て

*-rに よ って特 徴 づ け られ る語 尾 を、過 去 を表 す一 般 的 な マー カー と してmi一 動詞 に

8こ れ はNeu(1989)に よ つて指摘 され たが、 このNeuの 論 文 が実 際 に発 表 されたの は1991年 の

ことであ る。

9Neu自 身 は一arが*-orに 遡 る と考 えて い るが
、 この見方 は支 持で きない 。*-・rと い う語尾 は一

般的 な母 音交替 の原理 か らまつた く逸脱 してい る。ま た、 す で にr/n― 語 幹 名詞 に関 してみ た よ

うに、成 節的 ソナ ン トが アナ トリア祖語 の段 階で存続 してい た こ とを示 す独 自の根拠 は別個 に

存在 す る。
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もhi―動 詞 に も 一 般 化 し た10。

 本 節 で示 した 一連 の分 析 か ら言え る こ とは、決 して 目新 しい こ とで は な い。 そ れ

は、言語 の 先 史 を再 構 成 しよ う とす る試 み にお いて は デー タ の細 部 に まで 目を配 り、

さ まざ まの 角 度 か らの歴 史 的 説 明の 可能性 を考 えな けれ ばな らない とい うこ とで あ

る。 なに よ り重 要 とな るの は 音法 則 の設 定 であ るが 、 それ を支持 す る十分 な根 拠 を

デ ー タか ら引 き 出 さな けれ ば な らな い 。 また、音法則 の例 外 とな る事 実 に対 して は、

別 の新 た な音 法 則 を建 て た り、複 数 の音 法則 の あい だ の歴 史 的 な順 序 を考 え る こ と

も必要 にな る。 さ らに、 類 推 によ る形 態変 化 を提案 す る場 合 に も、 それ を動機 づ け

る強 い理 由 が あ るか ど うか を綿 密 に検討 しな ければ な らない 。 この よ うな 音韻 分 析

と形 態分析 の組 み合 わ せ に よ る説明 が 、 ときには ほ とん ど循 環 論 的 にな る こ とは否

めな い。 しか しなが ら、分 析 全体 の 整合 性 とい う視 点 か らみ て もっ とも妥 当 な見 方

を提 示 しな け れ ば な らな い

II.問 題 の 所 在

 音法 則 を提 案 す る場合 、 そ れ を直接 裏 づ ける音韻 的根 拠 がデ ー タ の な か にあ る の

が通 常 であ る。前 節 で 示 した アナ トリア 祖語 の語 末 の*-rの 消 失 とい う音法 則 につ い

て も、他 の 印 欧諸 語 との 比 較 に よって 中 ・受 動態動 詞 やr/n一 語幹 名詞 に本 来備 わ っ

て いた と考 え られ る語 末 の*―rが ア ナ トリア諸 語 にお い て み られ な い例 が あ る とい

う事 実 が、 この 音法 則 を提 案 す る大 きな 動機 で あっ た。

 ところが 、 これ か ら述べ よ う とす るの は、音 法則 の設 定 が 音韻 的 根拠 で はな く、

形 態 的根 拠 に よ って裏 づ け られ る例 で あ る。音 韻 的根 拠 を 欠 く音 法則 とい う言 い 方

は奇 妙 に 聞 こ え るか も しれ な い が、音 法 則 を支 え る音韻 的 根拠 が2次 的 な形 態 変 化

を蒙 って姿 を変 え た場 合 には あて は ま る。具体 的 に問題 にな るの は 、最 近Melchert

が 発表 した アナ ト リア史 的 音韻 論 に関 す る大 部 な著書 のな か で提 案 した つ ぎの2つ

の音 法則 で あ る11。

ア ナ ト リア 祖 語*〆 ―eN#〉 ヒ ヅ タ イ ト語 一aN#

ア ナ ト リア 祖 語*―餒#〉 ヒ ッ タ イ ト語 ―αノ〉#

語末 の 鼻 音 の前 の*eは ア クセ ン トが ない 場合aに な る とい う、前 者 の 音 法則 の根 拠

1oよ り詳 細 な 先 史 の 再 構 成 はYoshida(1991)に み ら れ る 。 そ こ で は 、 ヒ ッ タ イ ト語 以 外 の ア ナ

ト リ ア 諸 語 も 対 象 と し 、 中 ・受 動 態 語 尾 も 合 わ せ て 分 析 さ れ て い る 。

11Melchert(1994:135)を 参 照 。
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壱ま、 p駻an``in front"< *p駻-em、 縣pan``back"< *�-emlz、 -kan``(sentence particle)"<

*'-kemと い う例 で あ る ユ3。そ れ に 対 して 後 者 は 、ア ク セ ン トが あ る 場 合 もaで 現 れ る

と い う も の で あ る が 、―uan"(supine)"<*―u駭"(endingless locative)"に よ っ て 裏 づ け ら

れ て い る 。ア ナ ト リア 祖 語 の*eが ヒ ッ タ イ ト語 で どの よ う に 現 れ る か とい う 問 題 は

非 常 に 複 雑 で あ る が 、 う え の2つ の 音 法 則 の 提 案 に お い てMelchertは 独 自の 根 拠 を

示 して い る 。 しか しな が ら、 最 初 の 音 法 則 は い くつ か の 例 で 裏 づ け られ て い る が 、

2つ め の 音 法 則 の 根 拠 と な る例 は ひ とつ しか な い こ と に 注 目 さ れ た い 。 小 論 で は 、

こ の2番 目の 音 法 則 が 音 韻 的 根 拠 に 支 え られ て い る よ う に み え る に も か か わ ら ず 、

そ れ が 妥 当 で は な い こ と を 動 詞 形 態 論 との 関 連 で 論 じて み た い 。

III.動 詞 形 態 論 か らの根 拠

 ヒ ッ タ イ ト語 に お い て 、1人 称 と2人 称 の 現 在 複 数 形 の 語 尾 と して 、通 常 の ―ueni

(-meni)と 一teni以 外 に 、-uani(-mani)と 一taviと い う語 尾 が 少 数 な が ら記 録 さ れ て い る1㌔

そ の 主 な 例 は 以 下 の 通 りで あ る15。

OH  1  p1.

OH++ 1 p1.

ak-ku-us-KI-a-ua-ni "we drink repeatedly" KUB XXXVI 110 Rs. 7 

bar-ua-ni "we have" KBo XVII 1 I 22; KBo XVII 3 I 17 

pa-i-ua-ni "we go" KBo XVII 1 I 20; KBo XVII 1 1 22; KBo XVII 

1 I 39; KBo XVII 1 III 43; KBo XVII 1 III 46; KBo XVII 1 IV 7; 

KBo XVII 1 IV 24; KBo XVII 3 I 15; KBo XVII 3 IV 22; KBo XXII 

2 Vs. 15; KUB XXXI 143 II 31; KUB XXXI 143 II 36; KUB XLIII 

33 Vs. 4 

pcir-su-ua-ni "we break" KBo XVII 4 III 16

e-du-ua-a-ni"we eat"KUB XXIX l I 15

12祖 形 の*p駻-e〃1 、*�-emに 含 ま れ る*―emは 、 ラ テ ン 語 のide〃t"this"、 サ ン ス ク リ ッ トのidam

に み ら れ る 。

13ヒ ッ タ イ ト語 の ―kanは 、 ホ メ ロ ス の ギ リ シ ア 語 のxev 、 ヴ ェ ― ダ のkamに 対 応 す る 。

14括 弧 に 示 さ れ た 語 尾 ―meniと ―maniはuで 終 わ る 動 詞 語 幹 に お い て の み み ら れ る 。

15デ ― タ はYoshida(forthcoming)に 基 づ く 。 略 語 一 覧:OH=古 期 ヒ ヅ タ イ トの オ リ ジ ナ ル の 粘

土 板 、OH+=古 期 ヒ ッ タ イ ト テ キ ス トの 中 期 ヒ ッ タ イ ト の 時 期 の コ ピ ー 、 OH++=古 期 ヒ ッ タ イ

トテ キ ス トの 後 期 ヒ ッ タ イ トの 時 期 の コ ピ ー 、OH―=古 期 ヒ ッ タ イ ト テ キ ス ト で あ る が 、 記 録

さ れ た 時 期 が 不 明 の 粘 土 板 、MH二 中 期 ヒ ッ タ イ トの オ リ ジ ナ ル 、 MH+=古 期 ヒ ッ タ イ ト テ キ

ス トの 後 期 ヒ ッ タ イ ト の 時 期 の コ ピ ー 、MH-_古 期 ヒ ッ タ イ トテ キ ス トで あ る が 、記 録 さ れ た

時 期 が 不 明 の 粘 土 板 、NH=後 期 ヒ ヅ タ イ ト テ キ ス ト 。
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MH

MH—

MH+

2  pl.

1 pl.

2 pl.

1 pl.

2 pl.

1 pl.

pa-a-i-ya-ni KBo III 7 VI 6; KUB XXIX 1 I 10 

pa-a-i-ua-a-ni KUB XXIX 1 I 14 

pa-i-u-ya-ni KUB XII 66 IV 9

ak-ku-us-KI-IT-ta-ni "you drink repeatedly" VBoT 58 I 18 

az-zi-IK-KI-ta-ni "you eat repeatedly" VBoT 58 I 18 

i[s-t]a-ma-as-ta-ni "you hear" KBo III 23 IV 15 

pa-IT-ta-ni "you go" KBo III 23 Rs. 16 

[sa]-a.I-nu-us-KI-IT-ta-ni "you let sleep repeatedly" KBo VII 28 

Vs. 25

ar-nu-us-KI-u-ua-ni "we bring repeatedly" KUB XVII 21 II 7 

a-a-ma-ni "we see" VBoT 1, 12 

bal-zi-ua-ni "we call" KUB XVII 21 IV 11 

bar-ru-ua-ni KUB XXIII 77 Rs. 50 

is-ta-ma-as-su-ua-ni "we hear" KBo XVI 50 Vs. 11 

LI-in-ga-nu-ma-ni "we swear" KUB XVII 21 IV 12 

me-mi-is-KI-u-ua-ni "we say repeatedly" KUB XVII 21 II 6 

ua-al-lzu-ua-ni "we destroy" KUB XXIII 77a Rs. 15 

zi-IK-KI-u-ua-ni "we put repeatedly" KUB XVII 21 I 5

ma-LI-is-ku-nu-ut-to-n[i] "you make weak" KUB XXIII 72 Rs. 54 

na-is-ta-ni "you turn" KUB XXIII 72 Rs. 58 

[ta-as-nu-u]t-ta-ni "you make strong" KUB XXIII 72 Rs. 54 

a-ua-te-IT-ta-ni "you bring" KBo VIII 35 II 7; KUB XXIII 77 Rs. 

70; KUB XXIII 78b, 2

ak ku u.I KI u ua-ni KBo XV 25 Rs. 17 

[4-du-ya-ni "we eat" KBo XV 26, 4 

e-ku-ua-ni "we drink" KBo XV 26, 7 

bu-IT-ti-ia-an-ni-i.I-ku-u-ua-ni "we pull repeatedly" KUB XV 

34 IV 31

is-ta ma as to ni KUB XV 34 II 34 

at. a-al-liu-ta-ni "you destroy" KUB XXXIV 49 I 3

pa-i ua ni VBoT 24 I 33 

pa-a-i-ua-ni KUB VII 5 II 4; KUB XXXI 42 III 19 

si-pa-an-du-ua-ni "we libate" KUB XXXI 42 II 24 

da-su-ua-hu-ua-ni "we make blind" KUB XXXI 42 II 13 

te-IK-ku-u.I-nu-ma-ni "we show" KUB XXXI 42 II 8
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 u-ua-to-ua-ni "we bring" KUB XXXI 42 II 14

NH

2 p1.

1 pl.

pa-IT-ta-a-ni KBo VIII 37 Rs. 6

pa-a-i-u-ua-ni KBo V 3 IV 12 

pa-a-i-ua-a-n[i] KBo V 3 IV 13

 こ の1人 称 複 数 の 一uaniと2人 称 複 数 の―taviと い う語 尾 に 関 して は 、 す で に 研 究

者 の 関 心 を 呼 び 、 そ の 起 源 に つ い て い くつ か の 見 方 が 提 出 さ れ て い る 。 た と え ば 、

Carruba(1966)は ル ウ ィ 語 か ら借 用 さ れ た 語 尾 と考 え て い る 。ま た 、Eichner(1975:79)

は 一taviを*―th2en― ∫とい う祖 形 か ら導 き16、 ―naniのaは ―tahiか ら の 類 推 で あ る と み な

して い る 。 さ ら に 、Kimball(1983:441)は 祖 形 と して 零 階 梯 の*-unと*-toを 建 て 、 音

法 則 に よ っ て そ れ ぞ れ*-uan、*-tanに な っ た 後 、 小 辞*_iが 付 与 さ れ た もの と 考 え た 。

これ ら の 試 み の い ず れ も 説 得 力 の あ る 説 明 と は い え な い 。 そ れ ぞ れ の 見 方 に 内 在 す

る 小 さ な 問 題 点 は 別 に して 、 これ ら に 共 通 す る 重 大 な 問 題 点 は 、 対 応 す る 過 去 語 尾

が 常 に 一uenと ―tenで あ り、 現 在 語 尾 と 同 じ αを 持 つ 一uanと 一tanが 決 して 現 れ な い と

い う 事 実 が 説 明 さ れ な い 点 で あ る 。す な わ ち 、Carrubaの 見 方 で は 、 な ぜ ル ウ ィ 語 か

ら の 借 用 が 現 在 語 尾 に 限 られ て い る の か が 問 題 に な る 。 ま た 、EichnerとKimbailの

見 方 も 、 過 去 語 尾 は 小 辞*一 εを 除 け ば 現 在 形 と 同 じ語 尾 を 持 つ は ず で あ る の に 一uan

と 一tanは 実 際 に は 決 して 現 れ な い と い う理 由 で し りぞ け ら れ ね ば な ら な い 。 した が

っ て 、 現 在 語 尾 と過 去 語 尾 の あ い だ の 母 音 の 分 布 に み られ る ア シ メ ト リー を ど の よ

う に して 説 明 す る か が 大 き な 問 題 と して 残 る 。

 最 近Melchertは この 問題 の解 決 に向 けて 、アナ トリア祖 語 の*eは 開音節 の位 置 に

あ り、 か つ 前 にア クセ ン トがあ る場 合、 ヒ ヅタイ ト語 にお いてaで 現れ る とい う音

法則 を提 案 した。

ア ナ ト リア 祖 語*e>ヒ ッ タ イ ト語a/"―,

こ の 音 法 則 は1人 称 と2人 称 の 現 在 語 尾*'―ueniと*'―teniに は 適 用 さ れ て 、-uaniと

一Caniが つ く ら れ る が 、 対 応 す る過 去 語 尾*-uenと*―tenに は 適 応 さ れ な い 。 な ぜ な ら

後 者 の 場 合*-eは 開 音 節 で は な く、 閉 音 節 に あ る か ら で あ る17。-caniと 一tahiの ど ち

ら も語 根 動 詞 に 現 れ な い こ と は 、 こ の 見 方 が 妥 当 で あ る こ と を 示 す 強 い根 拠 とな る 。

16ヴ ェ ー ダ の2人 称 複 数 語 尾 一thanaを 参 照 。

17同 様 に 、 こ の 音 法 則 はu一 語 幹 の 形 容 詞 の 弱 語 幹 に み ら れ る ―au一も 説 明 す る 。 た と え ば 、

*d(h)饕(h)-u―(強 語 幹) 、*d(h)b(h)一騏-(弱 語 幹)→*d饕-u― 、*d饕-eu-(V)>t駱u-"smal1"、 t駱au一

な ど を 参 照 。
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な ぜ な ら語 根 動 詞 の 複 数 形 で は ア ク セ ン トが 語 尾 に 落 ち る か らで あ る(*-u駭iと

* -t駭i。 こ れ らは ヒ ッ タ イ ト語 で そ れ ぞ れ ―ueniと ―teniと し て 現 れ る)。 うえ に あ げ

た-uaniと 一taviを 持 つ 例 に つ い て も、 そ の 大 部 分 に は 語 尾 に ア ク セ ン トが 落 ち な か A
つ た と い う こ と を 示 す 独 自 の 根 拠 が 見 い だ せ る 。akkusk騏ani/akkuskiuuani、

arnuskiuuani、 memiskiuuani、 zikkiuuani、 加 ∫'頃4朋 癒ん如孵 π∫、 akkuskittani、 azzikkitani・

[sa]asnuskittaniに つ い て は 、 反 復 相 の 接 辞*'―ske/o-あ る い は*-sk�/�-を 持 っ て い る た

め 、 ア ク セ ン トは 語 尾 に は な か っ た 。 ま た 、preverbを 持 つpaivani/p緤vani/paiu縅i/

paiuuaniに っ い て も ア ク セ ン トはpreverbに 落 ち て い た18。 さ ら に、 aumaniは 中 期 ヒ

ッ タ イ トの 形 式 で あ る が 、 古 期 ヒ ッ タ イ トに はumeni(<*au―u.駭i)と い う形 式 が 記 録

さ れ て い る 。 した が っ て 、aumaniは 強 語 幹(2人 称 単 数autti、3人 称 単 数ausziく

*a�(s)-)の 影 響 を 受 け て、 前 ヒ ヅ タ イ トの 時 期 に2次 的 に つ く ら れ た(ア ク セ ン ト

が 語 幹 に 落 ち る)*a冝¥ueniか ら 派 生 した 形 式 と解 釈 で き る 。istamassuuani, istamastani,

伽 動 岬 加 姆 η1、maliskunuttan[iJ、[tasnuJttaniに つ い て は 、 名 詞 派 生 動 詞 で あ る た め

に 、や は り語 尾 に ア ク セ ン トが 落 ち な い19。 孵1加 嬋 所、uuateuani, naistani、 uuatettani、

契α1加 伽 εに つ い て は 、 語 幹 に ア ク セ ン トが 落 ち る単 数 形 に み られ る 強 語 幹 が パ ラ ダ

イ ム に 一 般 化 さ れ て い る20。 加 ア岬 祕 加rr叫 翩 ∫、 parsuuani、 sipanduuani、 tekkusnumani

に つ い て は 、 音 法 則 に よ っ て 強 語 幹 と弱 語 幹 が 融 合 した た め 、 複 数 形 で も ア ク セ ン

トは 語 幹 に移 つ た と考 え ら れ るu。 以 上 み た よ う に 、-uaniと ―taviと い う語 尾 とア ク

18こ の 動 詞 の3人 称 単 数 と3人 称 複 数 現 在 形 を 例 に と る と 、 祖 形 と し て そ れ ぞ れ*p6―hief-ti、

*p驤麌
ii―entiが 建 て ら れ る 。 後 者 の 複 数 形 の ほ う は 、 こ の 祖 形 か ら*p詬entiが つ く ら れ 、 さ ら に

*∠の 脱 落 と 母 音 融 合 に よ つ て ヒ ッ タ イ ト語 のp疣ziと な る 。他 方 、 単 数 の ほ う は 複 数 形 の 語 幹 の

影 響 を 受 け 、2次 的 にpaizziが つ く ら れ た と 考 え ら れ る 。 こ の 説 明 の 前 提 と な る の は 、*p6― と

い う ア ク セ ン ト を 有 す るpreverbで あ る 。

19islamas-に は 拡 張 辞*―S-が(*kleu-is-)"hear"か ら つ く ら れ る ギ リ シ ア 語Kλ εω、 古 英 語blystan

"listen"を 参 照)
、dasuuah― に は 他 動 詞 化 接 辞 ―ahh―が 、 maliskunu― とtalnu― に は 使 役 化 接 辞 一nu-

が 付 与 さ れ て い る 。

20た と え ば 、ualh一 に つ い て み る な ら ば 、 こ の 動 詞 の3人 称 単 数 と 複 数 の 祖 形 と し て そ れ ぞ れ

*u駘h
Z-tiと*ulhゴ駭tiが 建 て ら れ る 。 そ れ ぞ れ の 祖 形 か ら 音 法 則 に よ つ て 導 か れ る 語 幹 はualh一

と�1h一 で あ る(後 者 に つ い て は 、*urg"一 〉侔ki"track"を 参 照)。 し か し な が ら 、 前 ヒ ヅ タ イ トの

時 期 に 強 語 幹 が 複 数 形 に も 広 が っ た と 考 え ら れ る 。

?1た と え ば 、har(k)・ を 例 に と る と 、3人 称 単 数 と 複 数 の 祖 形 と し て そ れ ぞ れ*hzy駻-t�ﾆ

*乃
2βζた―駭tiが 建 て ら れ る 。い ず れ の 語 幹 も 音 法 則 に よ つ て ヒ ッ タ イ ト語 でhar(k)一 で 現 れ る た め 、

前 ヒ ヅ タ イ ト の 時 期 に こ の 融 合 が 生 じ た 後 で 、 強 語 幹 の ア ク セ ン ト の パ タ ー ン が 一 般 化 さ れ た

と 考 え ら れ る 。
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セ ン トが語 幹 に落 ち る こ ととの つ なが りは 否定 で きな い ため に、Melchertの 説 明は

これ まで提 案 され て きた どの見 方 よ りも説得 力 が あ る と言 え るだ ろ う。

 し か しな が ら、Melchertの 見 方 に は ま っ た く問 題 が な い わ け で は な い 。 ま ず 注 意

し な け れ ば な らな い こ と は 、 ―uaniと 一taviの 分 布 は ヒ ッ タ イ トの 歴 史 時 代 を 通 して

通 時 的 な 幅 が あ る こ と で あ る。つ ま り、―uaniと 一taviは 、一 般 に 一ueniと ―teni(<*一 婬 砿

*-t駭i)に 取 って 代 わ られ た に も か か わ らず 、後 期 ヒ ッ タ イ トの 時 期 に お い て も わ ず

か な が ら存 続 し て い る22。 こ の 状 況 は 、 古 い 特 徴 を 保 持 して い る他 の 動 詞 語 尾 とは

異 な っ て い る 。 た と え ば 、hi一 動 詞1人 称 単 数 現 在 語 尾 ―加(通 常 は ―が)、 〃レ動 詞3

人 称 単 数 現 在 語 尾 一e(通 常 は ―の 、mi― 動 詞3人 称 単 数 現 在 語 尾 ―Z�(通 常 は ―zの 、3

人 称 複 数 過 去 語 尾 一ar(通 常 は ―er)に つ い て は23、 ―caniと 一taviと 同 じ く音 法 則 に よ

っ て つ く ら れ た が 、 そ れ ぞ れ 一 般 的 な 一hi、―∫、-ZZ、-erと い う語 尾 の ヴ ァ リア ン ト と

して 古 期 ヒ ッ タ イ トの 記 録 に残 っ て い るだ け で 、後 の ヒ ッタ イ ト語 で は 一加、―諺、―zi、

―erが 一 般 化 さ れ て い る 。 した が っ て 、 な ぜ 一naniと 一taxiと い う語 尾 が 、 ―ueniと 一teni

と 比 べ て 数 の う え で は は るか に 少 な い に も か か わ らず 、 通 時 的 に み て 広 い 分 布 を 示

す の か が 問 題 と して 残 る 。

 Melchertの 見 方 の よ り重 大 な 問 題 点 は 、 対 応 す る 過 去 語 尾 の1人 称 複 数 一uenと2

人 称 複 数 ―tenに 関 し て み られ る 。 筆 者 は う え で 、 Carruba、 Eichner、 Kimballの 試 み

に 共 通 す る 問 題 点 と して 、現 在 語 尾 一ueni、-teniお よ び 一uani、 ―taviと 過 去 語 尾 ―uen、

-tenの あ い だ に み ら れ る 母 音 の 分 布 に み ら れ る ア シ メ ト リー が 説 明 で きな い 点 を指

摘 した 。つ ま り、 な ぜ 過 去 語 尾 に ―uan、-tanが 現 れ な い の か が 説 明 され な い か ぎ り、

い か な る 試 み も 説 得 性 を 欠 くこ と に な る 。 こ の 点 で 、Melchertの 試 み も 同 様 の 問 題

220ettinger(1979:9)で 指 摘 さ れ て い る よ う に 、-uaniと 一tanfiは 後 期 ヒ ッ タ イ ト で は 稀 で あ る 。

33筆 者 の 調 査 に よ れ ば 、そ れ ぞ れ の 具 体 例 は つ ぎ 通 り で あ る 。is-pa-an―dah-h�"l libate"KBo XVII

3 IV 6 (OH),  is-ta-a-ap-he "I lock" KBo XVII 3 IV 33 (OH), ga-a-an-ga-ah-he "I hang" KBo XVII 3 

IV 13 (OH), me-e-ma-ah-he "I speak" KBo XVII 4 II 4 (OH), KBo XVII 3 II 12 (OH), KBo XVII 3 III 

4 (OH), IBoT III 135 I 4 (OH), PI-e-IH-h[e] "I give" KBo XVII 1 III 31 (OH), PI-tab-he "I carry" KBo 

XVII 4 III 10 (OH), da-a-ah-he "I take" KBo XVII 4 III 7 (OH), KBo XVII 3 IV 28 (OH), to-e-IH- 

he "I put" KBo XVII 3 I 16 (OH), KBo XVII 4 III 8 (OH), KBo XVII 4 III 10 (OH), KBo XVII 4 III 18 

(OH), KBo XVII 4 IV 18 (OH), tar-na-ah-he "I leave" KBo XVII 3 II 3 (OH), KBo XVII 3 IV 34 (OH), 

i-ia-an-na-ah-b[e] "I march" KBo XVII 4 II 8 (OH), a-.ia-as-he "I settle" KBo III 28 II 24 (OH++), 

ua-ar-as-se "he harvests" KUB XXIX 30 III 4 (OH), ma-az-ze "he withstands" KBo VII 14 Vs. 8 (OH), 

[e-e].i-za "he is" KBo VI 2 IV 54 (OH), har-za "he holds" KBo IX 73 Vs. 12 (OH), ,fa-d-si-ia-ar "they 

investigated" Masat-Brief 6 Rs. 22, ha-a-ni-is-ra-at "they drew it" Bo 6472, 12, u-e-mi-ia-ar "they 

found" KUB XVII 10 I 37 (OH+)o

 :.



を 残 す こ と に な る 。 第2節 で 示 したMelchertの2つ の 音 法 則 は 、 ア ナ ト リア 祖 語 の

語 末 の*-eN#は ア ク セ ン トの 有 無 に か か わ りな く ヒ ヅ タ イ ト語 で ―aN#に な る と い う

も の で あ っ た 。 こ の 見 方 に し た が う と 、1人 称 と2人 称 の 過 去 複 数 の 語 尾 は ヒ ッ タ

イ ト語 で す べ て**―uan、**―tanに な る は ず で あ る 。 こ こ で 、 説 明 の た め の 便 宜 ―上 、

ヒ ッ タ イ ト語 の 動 詞 を タ イ プ1と タ イ プIIに 分 類 す る 。 タ イ プ1に は 弱 語 幹 で あ る

複 数 形 で 語 尾 に ア ク セ ン トが 落 ち る 動 詞 が 含 ま れ る(語 根 動 詞 、hysterokineticタ イ

プ の 動 詞 な ど)。 他 方 、 タ イ プIIに は 複 数 形 の 語 尾 に ア ク セ ン トが 決 して 落 ち な い

動 詞 が 含 ま れ る(*―ske/〇 一とい う接 辞 を 持 つ 反 復 相 の 動 詞 、 名 詞 派 生 動 詞 、 acxostatic

タ イ プ の 動 詞 な ど)。 こ の タ イ プ1と タ イ プIIにMelchertの2つ の 音 法 則 を 適 用 す

る な らば 、 そ れ ら の 先 史 は 図 式 的 に つ ぎ の よ う に な る 。

前 ヒ ッ タイ トの初 期 の段 階

        タイ プ1

現在

過去

1pl.

2pl.

1pl.

2pl.

* -u駭i

*-t駭i

*-u駭

* -t駭

タ イ プII

*"-ueni

*' ―teni

*ノ―uen

*" -ten

前 ヒ ッタ イ トの 後 期 の段 階

        タ イ ブ1

現在

過去

1pl.

2pl.

1pl.

2pl.

*-u駭i

* -t駭i

* -u疣

*-t疣

タ イ プII

*ノ ―uani

*'-tara i

*! 一uan

*"-tan

しか し な が ら、 こ の 図 式 か ら予 想 さ れ る 複 数1人 称 と2人 称 の 語 尾**-uan、**―tan

は 決 して ヒ ッ タ イ ト語 に 現 れ ず 、 実 際 に記 録 に 残 っ て い る 語 尾 は 一uen、 ―tenで あ る。

した が っ て 、 実 際 の 一uen、-tenを 導 くに は 大 が か りな 類 推 の 作 用 が 必 要 と な り、 し

か もeと い う母 音 が 類 推 に よ って 広 が る 源 は タ イ プ1の 動 詞 の 現 在 語 尾-ueni、-teni

以 外 に は な い の で あ る 。 こ の よ う な形 態 変 化 は 考 え られ な い 。 さ らに 、 現 在 形 で は

と も に 音 法 則 に よ っ て つ く られ る 一ueni、 ―teniと 一uani、-taviが 残 っ て い る の に 対 し

て 、過 去 形 で は う え の2つ の 音 法 則 に よ っ て や は り規 則 的 に つ く ら れ る*―uan、*―tan

が 一uen、-tenに 完 全 に 取 っ て 代 わ られ る こ と に な る 。 こ れ は ま っ た く不 可 解 で あ る

た め 、 こ れ らの 動 詞 語 尾 の 先 史 は 再 検 討 さ れ な け れ ば な ら な い 。

第2節 で 述 べ た よ う に 、Melchertが 提 案 した2つ の 音 法 則(ア ナ ト リア 祖 語*'―eN#
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〉 ヒ ッ タ イ ト語 ―aN#、 ア ナ ト リア 祖 語*-餒#〉 ヒ ヅ タ イ ト語 一a1>#)の う ち 、 後 者

の 音 法 則 の 音 韻 的 根 拠 は 目 的 分 詞 一uan(く 語 尾 の な い 単 数 位 格*-u駭―ﾘ)だ け で あ っ

た 。 しか しな が ら、 こ の 例 は2次 的 な 形 態 的 な 影 響 を 受 け て つ く られ た と 考 え る こ

と が 可 能 で あ る 。 ヒ ヅ タ イ ト語 で 目的 分 詞 が 現 れ る 構 文 は 、 「～ し始 め る 」 とい う

意 味 を 表 す た め にd緤― やtila一 と い う動 詞 と と も に 用 い られ る 場 合 に 限 られ て い る 。

しか も 、 こ の 構 文 に お い て 使 わ れ る 目 的 分 詞 の 大 多 数 は 反 復 相 動 詞 か らつ く られ る

―skivanで あ り、 ア ク セ ン トは 語 根 か 接 辞 に 落 ち る(*'-skeuenあ る い は*-sk騏en)。

目 的 分 詞 の こ の 限 ら れ た 用 法 に 注 目 す る な ら ば 、 少 数 の 目 的 分 詞 に み られ る*-u駭

は 音 法 則 に よ っ て 直 接 ―uanに な る の で は な く、 そ の ま ま保 た れ 、 後 に ―skivan (<

*'―uen)で 終 わ る反 復 相 動 詞 の 目的 分 詞 か らの 形 態 的 影 響 に よ っ て 、*-u駭の*eと い

う母 音 がaに 変 わ っ た と 考 え る こ と が で き る 。

 以 上 の 考 察 か ら、ア ナ ト リア 祖 語 の*-e1>#は 、ア ク セ ン トが な い と き に は ヒ ッ タ イ

ト語 で ―aN#に な る が 、 ア ク セ ン トが あ る と き に は-eN#に な る と い う音 法 則 を 提 案 し

た い 。

ア ナ ト リア 祖 語*'―eN#〉 ヒ ヅ タ イ ト語 一aN#

ア ナ ト リ ア 祖 語*一餒#〉 ヒ ッ タ イ ト語 ―eN#

ア ナ ト リ ア 祖 語 の*一餒#が ヒ ヅ タ イ ト語 で 一eN#に な っ た と い う こ と を 直 接 支 持 す る

音 韻 的 な 根 拠 は 見 当 た らな い が 、 こ の よ う に 考 え な い か ぎ り、 な ぜ ヒ ッタ イ ト語 に

1人 称 複 数 の**-uanと**-tanが ま っ た く記 録 さ れ て い な い か とい う 問 題 に 妥 当 な 歴

史 的 な 説 明 を 与 え る こ と は 不 可 能 で あ る 。 う え で 提 案 した 音 法 則 は 形 態 論 的 根 拠 か

ら導 か れ る も の で あ る が 、 そ れ に し た が え ば 、 タ イ プ エの 動 詞 の 複 数1人 称 と2人

称 は*-u駭(<*―u駭)と*―t駭(<*-t駭)で 現 れ る こ と に な り、タ イ プIIの 動 詞 に 予 想 さ れ

る*'―uan(<*'-uen)と*'-tan(<*'―ten)が 駆 逐 され 、-uenと ―tenが 一 般 化 さ れ る 源 を 動

詞 過 去 の パ ラ ダ イ ム の 内 部 に得 る こ と が で き る 。 ま た 、 古 期 ヒ ッタ イ ト語 の 時 期 に

す で に 過 去 語 尾 の 一uen、-tenが 一 般 化 さ れ て い る の に 対 し て 、現 在 語 尾 の一nani、-tahi

が 後 期 ヒ ヅ タ イ ト語 の 時 期 に ま で 存 続 して い る 理 由 は 、3人 称 複 数 の 過 去 語 尾 ―er

と 現 在 語 尾 ―anziに 含 ま れ て い る 母 音 の 影 響 と考 え られ る 。よ く知 ら れ て い る よ う に 、

パ ラ ダ イ ム の 画 一 化(paradigm leveling)と い う プ ロ セ ス に お い て 、3人 称 の 位 置 が

果 た す 重 要 な 役 割 は 印 欧 諸 言 語 に は 顕 著 に み られ る24。

24Benveniste(1966:225ff
.)を 参 照 。
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w.結 論

  小論 で の 分析 の結 果 明 らか にな った ヒ ッタイ

尾 の先 史 を図 式 で 示 す と、 以下 の 通 りで あ る。

ト語 の複 数1人 称 と2人 称 の過 去 語

前 ヒ ッタ イ トの 初期 の段 階

現在

過去

1pl.

2pl.

1pl.

zPl.

タ イ プ1

 * -yeni 

*-teni 

* -uen 

*-ten

タイ プII

 *  "-ueni 

*"-teni 

*--yen 

*"-ten

前 ヒ ッタイ トの後 期 の段 階

現在

過去

1pl.

2pl.

1pl.

2pl.

タイ プ1

 *-ueni 

*-teni 

*-yen 

*-ten

タ イ プII

 *"-uani 

*- -tani 

* '-uan

―

古 期 ヒ ッタ イ ト語

現在

過去

1pl.

2pl.

1pl.

2pl.

タ イ プ1

-ueni

-teni

-uen

-ten

タ イ プII

 -uani  — -gent 

-tani — -teni 

-uen 

-ten

(E-

(E

(←

(E一

3pl.-anzり

3pl.-anzi)

3pl.-er)

3pl.-er)
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A Phonological Rule Motivated by Morphological Evidence:

A Case in  Hittite

Kazuhiko Yoshida

Summary

        While Proto-Anatolian *'-eN# became -aN# in Hittite (e.g., peran "in front" < 

*per-em , appan "behind" < *opem, -kan "(sentence particle)" < *"-kem), *-eN# remained 

intact. The latter rule at first glance seems to be counter to -wan "(supine)" derived 

historically from the endingless locative singular form *-uen, which is, however, a secondary 

product morphologically influenced by more frequent supines in -skivan (< *--yen). 

Although there do not seem to be any examples which are direct outcomes of the phonological 

rule *-eN# > -en#, it is simply impossible to reasonably explain without this rule why neither 

1 pl. preterite ending **-uan nor 2 p1. preterite ending **-tan is attested. Following this 

rule, however, -uen (<*-yen) and -ten (< *-ten) will be reliable sources which acted as loci 

from which -yen and -ten were generalized. Why the generalization of -yen and -ten was 

regular while both -uani (< *'-ueni) and -tani (< *--teni), the corresponding 1 p1. and 2 pl. 

present endings, are actually attested in Hittite manuscripts besides usual -gent (< *-ueni) 

and -teni (< *-teni) is due to the pressure of the vocalism of the 3 pl. preterite ending -er and 

3 pl. present ending -anzi. As is well known, the critical position of the third person in 

paradigm leveling is evident in Indo-European languages.
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